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29　　　　 子 宮 頚癌 原発巣 と リ ン パ 節転移巣 に

お け る 各 種 糖 鎖 抗原 な ど の 変化

30　　　　 術前子 宮体 癌 昇圧 動注化学療 法 の 適

応 に 関 す る 検 討　一
組織 分 類 別 一

大阪 大
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（目的 ）腫瘍 は 発生 ， 成長 ， 転移に 伴 っ て そ の 細

胞 生物学 的性 格 を変化 さ せ ，細胞膜抗原 の 発現 が

変化す る こ と が知 られ て い る 。 本研究 で は 種 々 の

糖鎖抗原な ど に つ い て 子宮頚癌 の 原発巣 と リ ン パ 節

転移巣の 発現 の 変化を検討す る こ とを 目的と した 。

（方法 ）種 々 の 糖鎖抗原な どに 対す る モ ノ ク ロ
ー

ナ

ル 抗体 を用 い て，酵素抗体法に よ り，正常子宮頚部

及 び 子宮頚癌の ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ フ ィ ン 包埋切片

に つ い て 原 発巣と転 移巣 の 染色態度を 比較検討し

た 。 糖鎖抗原 として は sialyl　 Tn （sTn ），　LewisX ，

LewisY ，　Sialyldimeric　 LewisX （SLX ），及び CEA

を対象 と し，正常子宮頚部 17 症例 及 び リン パ 節転

移 の み られ た扁平上皮癌 36 症例 （大細胞非角化型

26 例，角化型 10 例 ）に つ い て 検討 した 。 染色の

程 度 の 判 定は 0 − 4点 に 分類 ，
ス コ ア ー化 し，グ

ル ープ 間 の 比較 は ス コ ア
ー

の 加重 平均を 用 い た。

（成績 ）STn ，
　 LewisYは 正常上皮 で は ほ とん ど発現

し な い が ，癌 で は 強 く発現 して い た 。発現量は 原発

巣 と転移巣で差は み られ なか っ た が ，角化癌 で は 非

角化癌 に 較べ ，多 い 傾 向を示 した 。 形態的に は分化

あ る い は 角化傾向 の あ る 細胞 に 強 く発現して お り原

発 巣 で は 癌胞 巣 の 中 心 部に ，転移 リ ン パ 節で は胞巣

周 辺部 に 強 く発現する傾 向が み られ た 。 CEA で は

前二 者と較 べ て癌で の 発現 は 弱 い もの の 同様 の 傾向

を 認め た 。LewisX
，
　 SLX に つ い て は 癌 で の 発現

は 非常 に 弱 く転移 に よ る 変 化は 判別 で きな か っ た 。

（結論 ）STn
，
　 LewisY，　CEA 抗原は 原発巣で は 癌胞

巣 の 中 心 部 の 分 化 を 示 す細胞 に 強 い 発現 を 認 め た

が ，転移巣で は 周辺部に 分化傾向 が み られ，こ れ ら

の 細胞 に 強 い 発現を 認め た 。こ の こ とか ら転移に 伴

う分 化 に 従 っ て 抗原性 を変化 させ ，宿主免疫系か ら

の 防御機転と して 働 い て い る 可能性 が 示竣 され た 。

　［目的］ 現在 了宮 体癌 の 治 療 法 と して 手術療法 ，

放 射 線療 法 ，ホ ル モ ン 療 法が 行わ れ て い る が ，子

宮 体癌 の 且期以 上 ， 筋 層浸潤 1／2 以上 ， 低 分化癌

の 予後 は 不良 で あ る ．そ こ で ，子 宮体 癌 に 対 す る

術前 化 学 療法 の 確立 を 目的 と し，ま た そ の 化 学療

法 の 摘 出標 本 に よ る 組 織 別効果判定 を 目的 と して

術前 昇圧動注化 学 療法 を施行 し た ．　［方 法 ］ 了宮

体 癌 患者 14 例 （高分化癌 7 例 ，中分化癌 3 例 ，低

分 化 癌 4例 ， 子宮 内膜 間質 肉腫 1例）に 対 して シ ス

プ ラ チ ン （CDDP ），ア ド リ ア マ イ シ ン （ADM ）， ア

ン ギ オ テ ン シ ン ー皿 （AT − H ）を用 い て 昇 圧動 注 化

学療法 を施行 した ．Seldinger法 に よ り カ テ ーテ ル

を 挿 入 し 内 腸骨動脈 に 先端を固 定す る ．平均面1圧
が 50mmHg 以 上 ヒ昇 す る よ うに CDDP

，
　 ADM に

AT − llを 加え て 動 注す る，動注 に よ る 正常 組織 へ

の 影響 を 知 る た め に 昇 圧動注 化学療 法 を施 行 し た

子宮頸部腺癌 3 例 を，腫 瘍 の 自然壊 死 を 知 る た め

に 術前 化学 療 法 を 施行 して い な い 子宮体癌患 者 10

例 を比 較対象 と し て 用 い た ，　匚成 績コ 組織学的効

果判 定 基準に よ る と，そ の 成績 は 高分化 型 子宮体

癌 で は Grade　 la，2 例 ，　 Grade　lb，3 例 ，
　 Grade

2，2 例 ，中分化 型 子宮体癌 で は Grade 　 la
，

1 例 ，
Grade 　lb，1例 ，　 Grade　 2，1例 ，低分化 型 子宮体

痛 で は Grade 　 lb，2例 ，　 Grade 　 2
，

2 例 及 び子宮

内膜間 質肉腫 で は Grade 　2，2 例 で あ っ た ．低 分

化 型 子宮 体癌 転移 リ ン パ 節 は Grade 　 2 が 1 例 で

あ っ た ．　［結論 ］ 昇 圧動 注 化学療 法 の 効 果 が 特 に

低 分化型 了宮 体癌 ， 子 宮 内膜間質肉腫 と子宮 体 癌

転 移 リ ン パ 節 に 認 め られ ，予後 の 悪 い 子宮体癌に

対す る 新 し い 術 前化学療 法 と な る こ とが 判明 した ．
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